
 

 

 

丹 後町 
中学生以上全員 
まちづくりアンケート調査 
 

結果報告 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

  
丹後町区長連絡協議会                                                

丹後町まちづくり準備会 

京都府京丹後市    
           

 

 

 
 



 

丹後町中学生以上全員 
まちづくりアンケート調査結果報告 

目次 
 

１ はじめに ................................................................................................................................................ 1 

２ アンケート回収状況 .............................................................................................................................. 2 

３ 丹後町の現状 ......................................................................................................................................... 3 

 丹後町の人口減少と少子高齢化 ........................................................................................................... 3 

 丹後町の年代構成（人口ピラミッド） ................................................................................................ 3 

 これからの丹後町の人口の推移（予想） ............................................................................................. 3 

地区等における高齢化率と年少人口率................................................................................................. 4 

４ アンケート結果 ..................................................................................................................................... 6 

(１) 丹後町に住み続けますか？ ............................................................................................................. 6 

(２) 各世代が思う丹後町に快適に住み続けるにはどうしたらいいのか？ ........................................... 7 

(３) 丹後町のいいところ （複数回答） .............................................................................................. 8 

(４) 丹後町で不安に感じていること、困っていること （複数回答） ............................................... 8 

(５) 地域活動について ........................................................................................................................... 9 

(５)－１ 地域活動の重要度 ........................................................................................................... 10 

(５)－２ 地域活動の満足度 ........................................................................................................... 10 

(５)－３ 地域活動の足りない度合い（不足度） .......................................................................... 11 

(５)－４ 最も優先して取り組む活動 ............................................................................................ 13 

(６) 生活基盤施設（インフラ）について ............................................................................................ 14 

  (６)－１ インフラの重要度 ........................................................................................................... 15 

(６)－２ インフラの満足度 ........................................................................................................... 15 

(６)－３ インフラの足りない度合（不足度） ............................................................................. 16 

(７) 移動について ................................................................................................................................. 17 

(８) 活動の頻度について (複数回答) ................................................................................................. 18 

(９) 経済活動について (複数回答) ..................................................................................................... 19 

(10) 自治・地域活動について .............................................................................................................. 21 

(11) これから行なってみたい地域活動、協力できる活動 .................................................................. 22 

(12) その他・くらしについて .............................................................................................................. 23 

５ 参考資料 アンケート調査票 ............................................................................................................. 24 

 

  ※ 自由記述形式で回答していただいたものについては、別冊「丹後町中学生以上全員まちづくり

アンケート調査結果報告（自由記述編）」に掲載しています。 

    「丹後町中学生以上全員まちづくりアンケート調査結果報告（自由記述編）」は各区長さんが配

布用に数部お持ちの他、丹後市民局でもお配りさせていただきますので、ご希望の方は丹後市民

局（電話 69－0714）までお問い合わせください。 

 



1 

 

１ はじめに                    

 

 

人口減少、少子高齢化等が進む中、今後の丹後町の「まちづくり」を考えていくために、

丹後町にお住まいの皆さんの思いやお考えをお聞きする機会として、昨年 10 月に、中学生

以上約 4,500人の方を対象とした住民アンケートを実施しました。中学生のほぼ 100％（特

別授業でアンケートを実施）をはじめ、回収率が約 70％と非常に高く、貴重なご意見をい

ただくことができました。住民の皆さんにおかれましては、公私ともにお忙しい中、アンケ

ート調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 

アンケート回収後、その結果を集計し、丹後町内の皆さんにお伝えするために、「住民ア

ンケート結果報告」を作成いたしました。 

 

このアンケートの結果は、皆さんへの「報告」のみにとどまらず、丹後町の将来を見据え

た「まちづくり」を進める上での重要な資料として活用していきたいと考えておりますので、

最後までご一読いただき、現在の丹後町の状況や住民の皆さんの思い等を感じ取っていただ

けばありがたく思います。 

 

子ども、孫の代まで、私たちの地域、ふるさとをしっかりと引き継いでいくためには、地

域全体における取り組みが必要であることをご理解いただき、今後の持続可能なまちづくり

の実現、運営に向けて、是非ともご協力いただきますようお願いします。 

 

 

 

平成 30年 7月 

 

丹後町区長連絡協議会 

丹後町まちづくり準備会 

 

 

  
アンケート調査の概要 

１ 実施日時  平成 29年 10 月～11 月（提出締切：平成 29 年 11 月 10 日） 

２ 対  象  丹後町在住の中学生以上の住民 

３ 配布枚数  4,508 枚 

４ 回収枚数  3,145 枚（回収率 69.8％） 

５ 回収方法  各町内の隣組長まで提出（その後、市民局で集約） 

６ 調査方法  無記名、選択制（一部自由記述あり） 

７ 調査内容  別添アンケート調査票を参照 

８ 実施主体  丹後町区長連絡協議会、丹後町まちづくり準備会 
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２ アンケート回収状況                    

回収の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート回答者の世帯構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10代 

6% 

20代 

3% 30代 

7% 

40代 

11% 

50代 

15% 
60代 

22% 

70代 

19% 

80代 

12% 

90代 

2% 

記載なし 

3% 

回収 

69,8％ 

3,145 枚 

未回収 

31.2％ 

1,363 枚 

男 

45％ 

1,415 人 

女 

51％ 

1,611 人 

記載なし 
9% 

119 人 

平成29年 10月に丹後町在住の中学生以上の約 4,500人余りの住民のかたを対象に、アンケー

ト調査を実施したところ、中学生のほぼ 100％（特別授業でアンケートを実施）をはじめ、回収率

が約70％となりました。内訳をみると、女性が51％と男性よりも高い結果となり、本アンケート

結果については広く女性の声が反映されたものといえます。世代別でみると、中学生以上を対象と

したことから10代をはじめとする若い世代の声を聴くことができた一方で、回収したもののうち

60代以上が占める割合が約 55％となりました。 

10代, 

0.7% 
20代, 

3.3% 30代, 

4.3% 

40代, 

11.2% 

50代, 

8.9% 

60代, 

27.6% 

70代, 

21.4% 

80代, 

19.1% 

90代, 

3.3% 

記入なし, 

0.3% 

独居世帯の内訳 
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105歳以上 
男性 女性 
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３ 丹後町の現状                        

 丹後町の人口減少と少子高齢化 住民基本台帳より（平成 29 年 3 月 31 日現在）                 

 

 

 

 

 

 

 

 丹後町の年代構成（人口ピラミッド） 住民基本台帳より（平成 29 年 3月 31 日現在）                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これからの丹後町の人口の推移（予想）   平成 22 年及び平成 27 年国勢調査より                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55 歳以下の人口

が少なく、全体のう

ち 65 歳以上の高齢

者が占める割合を表

す 高 齢 化 率 は 、

40.69％（男性913

人、女性 1,281 人)

となっています。 

今後も人口が減少

するなか、高齢化比

率は 40％超で推移

するものと予測され

ます。 
高齢化率 

40.69％ 

2040 年には、人

口が約 2,500人、全

体のうち 65 歳以上

の高齢者が占める割

合を表す高齢化率が

53％、0～14 歳の

人口を示す年少人口

は約 150 人になる

と予想されていま

す。 

※出典：NPO 法人みんなの集落研究所（コーホート変化率法による人口シミュレーション） 

（人） 
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 地区等における高齢化率と年少人口率                            

地域の現状を把握するために、全体に占める１４歳以下の人口の割合を示す「年少人口率」と全体に

占める６５歳以上の人口の割合を示す「高齢化率」を用いて、分析しました。 

分析にあたっては、丹後町は昭和３０年２月に、当時の間人町、豊栄村、竹野村、上宇川村、下宇川

村が合併し誕生した経過があり、現在でも旧町村で連合区を構成したり、各行事や事業を行ったりして

いることから、旧町村ごと区分けし分析を行いました。 
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高齢者 多 

竹野（旧竹野村） 
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子ども 多 

高齢者 多 

子ども 少 

高齢者 多 

高齢化率（％） 

年
少
人
口
率
（
％
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18.7% 

44.6% 

58.0% 

68.7% 

74.8% 

85.4% 

87.0% 

88.7% 

100.0% 

12.8% 

18.8% 
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9.5% 

5.5% 
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4.5% 
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６０代 

７０代 
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４ アンケート結果                 

 (１) 丹後町に住み続けますか？                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年代別分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み続ける予定   住み続けたいが転出するかもしれない   転出するかもしれないが、いずれ戻ってきたい   

住み続けたくない  わからない 

 

  

住み続ける 

予定 

67% 住み続けたいが転

出するかもしれな

い 

7% 

転出するかもしれ

ないが、いずれ

戻ってきたい 

2% 

住み続けたくない 

5% 

わからない 

9% 

回答なし 

10% 

 年代が上がるにつれて「住み続ける予定」の割合が高くなることがわかります。若い世代（10代

～20代）をみると、全体の約 65％が、「住み続けたい」「住み続けたいが転出するかもしれない」

「転出するかもしれないが、いずれ戻ってきたい」のいずれかに回答しています。 

転出するかもしれないが、 

いずれ戻ってきたい 2％ 

住み続けたいが 

転出するかもしれない 7％ 
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 (２) 各世代が思う丹後町に快適に住み続けるにはどうしたらいいのか？       

丹後町で快適に生活するために必要だと思うことについて、年代別に特に多かった意見をまとめま

した。  

全体の意見                         

順位 内容 

1 位 買い物（コンビニをつくる、買い物できるところを増やす等） 

2 位 インフラ（道路整備、河川整備等） 

3 位 バスなどの交通手段（２００円バス充実、交通機関の整備等） 

4 位 仕事（若者の働く場所等） 

5 位 医療（小児科の充実、医療体制の維持等） 

 

年代別の意見    

年代 

順位 
１０代～２０代 ３０代～４０代 ５０代～６０代 ７０代以上 

1 位 買い物 買い物 買い物 買い物 

2 位 交通 インフラ インフラ インフラ 

3 位 インフラ 仕事 仕事 交通 

4 位 仕事 交通 交通 仕事 

5 位 医療 医療 医療 医療 

 

 

 

 

 

  

各年代を通して多かった意見は買い物で、コンビニやホームセンター等がほしいという意見が多

くありました。また、インフラについては、道路整備に関する意見が多くありました。 
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 (３) 丹後町のいいところ （複数回答）                              

 

 

 

 

 (４) 丹後町で不安に感じていること、困っていること （複数回答）             

 

28  

97  

210  

256  

323  

406  

551  

879  

935  

1,056  

1,319  

1,775  

2,300  

その他 

教育環境が整っている 

子育てがしやすい 

高齢者の生きがいがある 

特にない 

道路が整備されていて、車での移動がしやすい 

農業や漁業、林業ができる 

お祭りや伝統行事が盛んである 

親や親戚が住んでいる 

住民のつながりや助け合いがある 

治安がよく、安心して住める 

食べ物がおいしく新鮮である 

海や山、川といった自然が豊かである 

89  

182  

189  

191  

199  

290  

316  

327  

362  

456  

485  

572  

724  

877  

884  

994  

1,087  

1,300  

その他 

緊急時の相談者がいない 

相談相手がいないこと 

日常生活のこと 

家庭での軽作業 

特にない 

看病や世話をしてくれる人がいない 

子育てに関すること 

地区活動や近所づきあいに関すること 

跡継ぎがいない 

将来の進路（進学・就職） 

災害時の備えや避難 

農地・山林の維持管理 

買物・通院移動手段 

仕事に関すること 

健康に関すること 

介護に関すること 

有害鳥獣に関すること 

豊かな自然と、自然が育む新鮮な食材が魅力だと思っている人が多いことがわかります。地域の

つながりや安心して住める環境も魅力であると感じている人が多くいます。 
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 (５) 地域活動について                                      

地域づくりには多様な地域活動が欠かせません。そこで、以下ア～チの 17の地域の活動につい

て、重要度や満足度について、調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値化の方法 

アンケートでは各地域活動について、重要度については「重要である、やや重要である、どちら

ともいえない、あまり重要でない、重要でない」、満足度については「満足・充分活動している、や

や満足している、どちらともいえない、やや不満である、不満である・活動が足りない」と、それ

ぞれ 5段階で回答していただきました。 

この結果報告では、以下のように数値化した上で、分析しました。 

 

重要度 重要である 
やや 

重要である 

どちらとも 

いえない 

あまり 

重要でない 
重要でない 

点数 1 点 1 点 0 点 -1 点 -1 点 

 

満足度 
満足・充分活

動している 

やや 

満足している 

どちらとも 

いえない 

やや 

不満である 

不満である・ 

活動が足りない 

点数 1 点 1 点 0 点 -1 点 -1 点 

  

調査項目（全１７項目） 
 
ア 草刈り・海岸清掃・河川清掃・植栽活動などの地域内の美化・環境保全活動 

イ 防災・避難訓練・避難所運営訓練など、消防や防災の活動 

ウ 防犯や交通安全に関する活動(登下校の見守り隊を含む) 

エ 秋祭り、市民運動会など、地区住民が集うイベント開催 

オ 地区の伝統文化の継承（三番叟・神楽・太刀振り等など） 

カ 買物・通院・通学など、移動支援活動 

キ 高齢者の見守り、サロン、弁当宅配など、高齢者の生活支援活動 

ク 敬老会など、高齢者対象の行事・イベント開催 

ケ 子ども会など、子ども対象の行事・イベント開催 

コ 乳幼児や学童に対する子育て支援活動 

サ サークル、教室、スポーツなど、生涯学習や健康づくり活動 

シ 農地・山林の荒廃防止、耕作放棄地解消などの活動 

ス 特産品の開発や、販売する活動 

セ 地区外の人を呼び込むための観光や体験などの交流活動 

ソ 空き家紹介や地区案内など、移住希望者の受入活動 

タ 広報誌などによる地域住民向けの広報や情報の共有 

チ インターネットなどを活用した広報や情報発信 
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 (５)－１ 地域活動の重要度                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (５)－２ 地域活動の満足度                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,037  

1,245  

1,314  

1,325  

1,372  

1,388  

1,445  

1,495  

1,513  

1,613  

1,631  

1,768  

1,905  

1,990  

2,082  

2,147  

2,299  

地区外への情報発信 

伝統文化の継承 

高齢者対象イベント 

住民向けの広報 

移住者の受入れ 

生涯学習など 

特産品開発 

地区外との交流活動 

秋祭り等イベント 

子ども対象イベント 

耕作放棄地対策 

子育て支援 

移動支援 

高齢者支援活動 

防犯安全 

消防防災 

環境美化 
重要度が高い項目は、

「環境美化」「消防防災」

「防犯安全」「高齢者支援

活動」「移動支援」など、

日常生活に密着した項目

になりました。 

△ 470 
△ 456 

△ 304 
△ 202 

△ 72 
172 
239 
257 
297 
349 
467 
512 

660 
687 

887 
1,032  
1,047  

移住者の受入れ 

耕作放棄地対策 

地区外との交流活動 

特産品開発 

地区外への情報発信 

移動支援 

子育て支援 

住民向けの広報 

生涯学習など 

高齢者支援活動 

子ども対象イベント 

伝統文化の継承 

高齢者対象イベント 

環境美化 

消防防災 

防犯安全 

秋祭り等イベント 

満足度が高い 

活動が足りている 

満足度が低い 

活動が足りていない 

「秋祭り等イベント」

「防犯安全」「消防防災」

「環境美化」など地域全体

で取り組んでいる活動に

満足されている方が多い

ことがわかりました。 

一方で、「移住者の受け

入れ」「耕作放棄地対策」

「地区外との交流」「特産

品開発」などの満足度は低

いことがわかりました。 
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 (５)－３ 地域活動の足りない度合い（不足度）                         

「重要度」から「満足度」を差し引きすると、地域活動が十分に活動されているかを表す「不足

度」を導くことができます。重要だと思っているが十分ではない活動や、逆に重要と思っていて活

動も十分だと感じている活動など、各活動に対する回答者の思いを知ることができます。 

地域活動の不足度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域活動の不足度（年代別ランキング） 

年代別に表すと各世代で共通して認識している課題、世代ごとに感じている課題などがわかります。 
  年代 

順位 １０代～２０代 ３０代～４０代 ５０代～６０代 ７０代以上 

1 位 移住定住 移動支援 農地荒廃防止 農地荒廃防止 

2 位 移動支援 移住定住 移住定住 移住定住 

3 位 地区外との交流活動 地区外との交流活動 移動支援 地区外との交流活動 

4 位 農地荒廃防止 農地荒廃防止 美化環境 特産品開発 

5 位 子育て支援 高齢者支援 地区外との交流活動 美化環境 

6 位 地区外への情報発信 子育て支援 高齢者支援 高齢者支援 

7 位 高齢者支援 特産品開発 特産品開発 移動支援 

8 位 特産品開発 地区外への情報発信 子育て支援 子育て支援 

9 位 生涯学習 美化環境 消防防災 消防防災 

10 位 美化環境 防犯交通安全 子どもイベント 子どもイベント 

11 位 住民向け広報 子どもイベント 防犯交通安全 住民向け広報 

12 位 子どもイベント 消防防災 地区外への情報発信 生涯学習 

13 位 消防防災 住民向け広報 生涯学習 防犯交通安全 

14 位 高齢者イベント 生涯学習 住民向け広報 地区外への情報発信 

15 位 防犯交通安全 高齢者イベント 伝統継承 伝統継承 

16 位 伝統継承 伝統継承 高齢者イベント 秋祭り等イベント 

17 位 秋祭り等イベント 秋祭り等イベント 秋祭り等イベント 高齢者イベント 

466  
654  
733  

1,050  
1,068  
1,091  
1,109  
1,146  

1,260  
1,529  
1,612  
1,641  
1,647  
1,733  
1,799  
1,842  

2,087  

秋祭り等イベント 

高齢者対象イベント 

伝統文化の継承 

防犯安全 

住民向けの広報 

生涯学習など 

地区外への情報発信 

子ども対象イベント 

消防防災 

子育て支援 

環境美化 

高齢者支援活動 

特産品開発 

移動支援 

地区外との交流活動 

移住者の受入れ 

耕作放棄地対策 

活動が不足 
重要なのに 

満足していない 

活動が十分 
満足度が高い 
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地域活動の重要度・満足度の偏差値分布             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※偏差値分布表の見方 

○A  ○B  

○C  ○D  
 

A …重要度は高いが、活動は不十分である。 

B …重要度は高く、十分な活動が行われている。 

C …重要度は低く、活動は不十分である。 

D …重要度は低いが、十分な活動が行われている。 

 

  

美化環境 

消防防災 

防犯交通安全 

住民イベント 

伝統継承 

移動支援 

高齢者支援 

高齢者イベント 

子どもイベント 

子育て支援 

生涯学習 

農地荒廃防止 

特産品開発 

地区外との 

交流活動 

移住定住 
住民向け広報 

情報発信 

30

35

40

45

50

55

60

65

70

75

30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

重
要
度 

満足度 

重要度 高 

満足度 低 

重要度 低 

満足度 低 

重要度 高 

満足度 高 

重要度 低 

満足度 高 

○A  ○B  

○C  ○D  
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7  

9  

23  

40  

43 

58  

62  

70  

88  

122  

137  

168  

210  

246  

252  

260  

高齢者対象イベント 

伝統文化の継承 

住民向けの広報 

子ども対象イベント 

生涯学習など 

秋祭り等イベント 

防犯安全 

地区外への情報発信 

特産品開発 

消防防災 

子育て支援 

環境美化 

移動支援 

耕作放棄地対策 

地区外との交流活動 

移住者の受入れ 

 (５)－４ 最も優先して取り組む活動                              

最も優先して取り組む活動（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※アンケートでは、最も優先して取り組む活動の課題に解決するためにどうのように取り組むべき

か自由記述形式で回答していただきました。この回答については、「自由記述編」の「６ 最も優先

して取り組むべき課題の課題解決について（P29～P53）」に掲載しています。 

最も優先して取り組む活動（年代別ランキング） 

  年代 
順位 １０代～２０代 ３０代～４０代 ５０代～６０代 ７０代以上 

1 位 地区外との交流活動 地区外との交流活動 移住定住 農地荒廃防止 

2 位 移動支援 移住定住 地区外との交流活動 移住定住 

3 位 秋祭り等イベント 移動支援 農地荒廃防止 高齢者支援 

4 位 美化環境 子育て支援 移動支援 移動支援 

5 位 子育て支援 美化環境 高齢者支援 地区外との交流活動 

6 位 農地荒廃防止 消防防災 美化環境 美化環境 

7 位 移住定住 高齢者支援 子育て支援 特産品開発 
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 (６) 生活基盤施設（インフラ）について                             

地域生活の基盤となる以下ツ～マの１４の施設（以下、インフラといいます。）について、重要度や満

足度の調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値化の方法 

アンケートでは各施設について、重要度については「重要である、やや重要である、どちらとも

いえない、あまり重要でない、重要でない」、満足度については「満足・充分活動している、やや満

足している、どちらともいえない、やや不満である、不満である・活動が足りない」と、それぞれ

5段階で回答していただきました。 

数値化と分析にあたっては、「11ページ」の「地域活動」と同じ方法で行いました。 

 

重要度 重要である 
やや 

重要である 

どちらとも 

いえない 

あまり 

重要でない 
重要でない 

点数 1 点 1 点 0 点 -1 点 -1 点 

 

満足度 
満足・充分活

動している 

やや 

満足している 

どちらとも 

いえない 

やや 

不満である 

不満である・ 

活動が足りない 

点数 1 点 1 点 0 点 -1 点 -1 点 

 

  

調査項目（全１４項目） 
ツ 水道 
テ 下水・浄化槽 
ト 道路整備 
ナ 河川整備 
ニ 農地整備・鳥獣害対策 
ヌ 集会所等公共の場の整備・改築 
ネ 学校など教育施設の整備・拡充 
ノ 観光施設のトイレなどの整備 
ハ インターネット環境の整備 
ヒ 携帯電話基地局整備 
フ ２００円丹海バス・市営デマンドバスの継続 
へ 介護施設の整備 
ホ 賃貸（アパートなど）住宅の整備 
マ 新設住宅の敷地の整備 
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 (６)－１ インフラの重要度                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (６)－２ インフラの満足度                                     

 

 

  

△ 658 

△ 364 

△ 62 

△ 54 

△ 45 

△ 29 

89 

203 

238 

335 

544 

767 

1,181  

1,643  

農地整備・鳥獣害対策 

河川整備 

住宅用地整備 

道路整備 

賃貸住宅の整備 

観光施設 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境整備 

携帯電話基地局 

介護施設 

学校など教育施設 

集会施設 

下水・浄化槽 

200円ﾊﾞｽ・市営ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ 

水道施設 

満足度が高い、活動が足りている 

満足度が低い、活動が足りていない 

706  

783  

1,244  

1,366  

1,436  

1,436  

1,819  

1,978  

2,076  

2,084  

2,100  

2,193  

2,257  

2,263  

住宅用地整備 

賃貸住宅の整備 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ環境整備 

集会施設 

携帯電話基地局 

学校など教育施設 

観光施設 

農地整備・鳥獣害対策 

河川整備 

下水・浄化槽 

介護施設 

水道施設 

200円ﾊﾞｽ・市営ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ 

道路整備 
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 (６)－３ インフラの足りない度合（不足度）                                     

インフラについても「重要度」から「満足度」を差し引き、十分に整備されているかを表す「不

足度」を算出しました。この方法については、「１3ページ」の「５－３ 地域活動の足りない度合

い（不足度）」と同じ方法で行っています。 

インフラの不足度（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

インフラの不足度（年代別ランキング） 

年代 

順位 １０代～２０代 ３０代～４０代 ５０代～６０代 ７０代以上 

1 位 道路整備 道路整備 農地整備・鳥獣害対策 農地整備・鳥獣害対策 

2 位 
観光施設のトイレな

どの整備 
河川整備 道路整備 道路整備 

3 位 
インターネット環境

の整備 
農地整備・鳥獣害対策 河川整備 河川整備 

4 位 農地整備・鳥獣害対策 介護施設の整備 介護施設の整備 介護施設の整備 

5 位 携帯電話基地局整備 
観光施設のトイレな

どの整備 

観光施設のトイレなど

の整備 

観光施設のトイレなど

の整備 

6 位 河川整備 
インターネット環境

の整備 
下水・浄化槽 下水・浄化槽 

7 位 介護施設の整備 下水・浄化槽 
学校など教育施設の整

備・拡充 

学校など教育施設の整

備・拡充 

8 位 
学校など教育施設の

整備・拡充 

学校など教育施設の

整備・拡充 
携帯電話基地局整備 

２００円丹海バス・市

営デマンドバスの継続 

9 位 
賃貸（アパートなど）

住宅の整備 
携帯電話基地局整備 

インターネット環境の

整備 

集会所等公共の場の整

備・改築 

10 位 
新設住宅の敷地の整

備 

賃貸（アパートなど）

住宅の整備 

２００円丹海バス・市

営デマンドバスの継続 

インターネット環境の

整備 

整備が不足 
重要なのに 

満足していない 

整備が十分 
満足度が高い 

733  

766  

820  

886  

982  

1,141  

1,167  

1,364  

1,443  

1,843  

1,903  

2,432  

2,591  

2,591  

水道 

新設住宅の敷地の整備 

賃貸（アパートなど）住宅の整備 

集会所等公共の場の整備・改築 

２００円丹海バス・市営デマンドバスの… 

携帯電話基地局整備 

インターネット環境の整備 

学校など教育施設の整備・拡充 

下水・浄化槽 

観光施設のトイレなどの整備 

介護施設の整備 

河川整備 

道路整備 

農地整備・鳥獣害対策 
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8  

14  

15  

38  

57  

74  

76  

81  

99  

187  

410  

912  

2,113  

タクシー 

市営のデマンドバス 

ささえ合い交通 

その他 

丹後町以外に住む家族の運転する車 

同居でない丹後町に住む家族の運転する車 

友人の運転する車 

家族以外の親戚が運転する車 

バイク・原付 

徒歩・自転車 

丹海バス 

同居する家族の運転する車 

自分で運転する車 

 (７) 移動について                                               

仕事や通学、買い物等の日常的な移動手段は？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事や通学、買い物等の日常的な移動手段（年代別） 

 

自分で運転する車            同居する家族の運転する車     同居ではない丹後町に住む家族の運転する車 

丹後町以外に住む家族の運転する車    家族以外の親戚が運転する車    友人の運転する車 

丹海バス               徒歩・自転車           バイク・原付 

タクシー               市営のデマンドバス（予約制）   ささえ合い交通 

その他 

 

68% 

78% 

79% 

76% 

62% 

48% 

19% 

7% 

44% 

19% 

13% 

15% 

17% 

20% 

23% 

26% 

33% 

3% 

2% 

5% 

6% 

1% 

1% 

6% 

6% 

2% 

3% 

7% 

8% 

2% 

4% 

3% 

1% 

25% 

3% 

2% 

2% 

2% 

7% 

10% 

23% 

18% 

19% 

2% 

3% 

2% 

2% 

3% 

4% 

5% 

2% 

3% 

2% 

2% 

1% 

3% 

4% 

3% 

1% 7% 

5% 

8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０代 

２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０代 

８０代 

９０代 
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163 

38 

148 

249 

452 

817 

366 

252 

660 

回答なし 

まったく行かない 

ほとんど行かない 

月に1日程度 

月に2～3日程度 

週に1～2日程度 

週に3～4日程度 

週に5～6日程度 

ほぼ毎日 

 (８) 活動の頻度について (複数回答)                               

仕事や通学、買い物等でどの程度、丹後町以外の地区に行きますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹後町以外の地区に行く頻度（年代別） 

 

 

ほぼ毎日       週に５～６日程度       週に３～４日程度       週に１～２日程度 

月に２～３日程度    月に１日程度         ほとんど行かない       まったく行かない 

 

 

 

24% 

61% 

50% 

47% 

35% 

15% 

4% 

2% 

9% 

12% 

14% 

12% 

13% 

9% 

4% 

3% 

7% 

8% 

9% 

10% 

12% 

17% 

16% 

6% 

4% 

35% 

13% 

21% 

23% 

26% 

30% 

36% 

24% 

11% 

15% 

5% 

5% 

9% 

17% 

22% 

24% 

20% 

6% 

2% 

8% 

12% 

23% 

28% 

4% 

3% 

2% 

3% 

5% 

15% 

30% 

2% 

3% 

7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０代 

２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０代 

８０代 

９０代 
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丹後町外 38.9% 

にしがき間人店 

20.9% 

生協などの宅配 

14.3% 

にしがき宇川店 

13.5% 

その他 6.2% 

丹後町の商店 

2.8% 

回答なし 2.6% 移動販売車 0.9% 

回答なし 2.9% 

その他 5.3% 

丹後町以外 

48.2% 

インターネット 

5.6% 

生協などの宅配 

10.3% 

丹後町の商店 

2.8% 

にしがき宇川店 

10.3% 

にしがき間

人店 14.6% 

 (９) 経済活動について (複数回答)                                

いつも食料品の買い物をする場所は？ 

 

 

 

 

 

 

 

いつも日用品の買い物をする場所は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの結果から、丹後町外で買い物をする方が多いことがわかります。特に日用品について

は、約半数が丹後町以外で買い物をされています。地区別の１位は、間人区は丹後町外が 47％（２

位はにしがき間人店 26％）、豊栄連合区は丹後町外が 54％（２位は生協などの宅配 13％）、竹野

連合区は丹後町外が 47％（２位はにしがき間人店 22％）、宇川地区（上宇川と下宇川）はにしが

き宇川店が 41％（２位は丹後町外 33％）となっています。 
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特産品に関する記載抜粋（自由記載） 

地域の経済の活性化に欠かせない要素の一つである特産品に関する記述を抜粋しました。 

○ 目の前に海があっても、おいしい魚、海草などが手に入りにくいので、魚、海草などの加工所みたい

な所（例えば宇川加工所、イノシシなどの獣も一緒に販売する） 

○ 特産品もいいが、地元の人にもっと魚介が安く手に入る様になる事がいいと思う。例えば伊根町の漁

協のように 

○ 宇川加工所の製品を、丹後王国や道の駅等のイベントで出品することは、素晴らしいと思いました 

○ 東京で丹後の米、野菜、魚の加工品を販売すれば自然のものは何でも売れる 

○ 間人カニ、魚などの加工販売実施の拡大。さかな等の加工品をネット販売する 

○ きれいな海があるので、魚、ワカメその他養殖などしてはどうでしょうか 

○ カニ、サザエ、アワビ、もずく、岩のり、わかめ 

○ 米を使った商品開発（パン、麺）。麦アレルギー対策。米の消費拡大。麦は輸入、米は自前 

○ 間人カニやちりめん、へしこ等をふるさと納税に出品し、全国の人に知ってもらう 

○ 農産物加工（漬物等）。海草加工（食品化） 

○ 間人カニはもちろんですが…世の中甲殻類アレルギーの人って結構居るので、そればかり推すの

は・・・。気軽に購入できるものが出来れば良いのですが、小魚をボリボリ食べられる乾燥させたも

のがあればよいかと。カルシウム＆栄養補給に手軽なお土産と地元でも売れるかと 

○ 魚の加工品等は、町を挙げての施設を作り、若者が働ける所を作るのと観光に来てもらうのを目的と

して考えては・・・ 

○ ＴＶで岡山の人だったと思うが、日本全国でバナナ等南洋産物が作れるようになると言っていた。そ

ういう事を研究している人がいるのだろうか？私は年だから出来ないが・・・。米なんか作らなくて

もバナナ、パイナップル等を海外に売る事が出来ればと思う 

○ 海産物などの特産品だけでなく、どこにでもある物で新しい商品開発、面白い商品などアイデアしだ

いでブームになる物がある。ネットや口コミなども利用して、間人に来るとこんな物があるという物

を作ってほしい 

○ とにかく仕事がない。峰山大宮へ通勤するならそこへ住もうとなっても仕方がない。市で働く場を整

備しないと流出は止まらない 

○ 耕作放棄地にそば、エゴマなどを植え、宇川全体で取り組む組織をつくる 

○ 朝来市では、特産品の「岩津ねぎ」の収穫時には「あさご暮らし体験会」が開催され、収穫参加や調

理体験、農家による農業セミナーや移住相談会も実施されている。宇川の特産品も多くの人に宇川へ

の関心を持っていただくことに生かされることが重要 

○ 平区のピオーネは他所と比較しても、味、大きさ等、抜群であり、もっと生産拡大し包装にも特色を

だし、全国にＰＲしていくべきであると思います 

○ 宇川の天然鮎をもっとＰＲし、観光にも活かすようにできないでしょうか。上宇川漁協も組合員の減

少で維持して行くのが大変厳しくなっている 

○ 給食に特産品を出してほしい 

○ 給食を少し高くしたり、いいというアピールをする 

○ 間人カニ、ちりめんを特産品はもう古い。産業に担い手がいないのは魅力がないから。市内でも丹後

町にしかないもの（野菜でもなんでも）をアピール 

○ それぞれ組織だって知恵を出し販路拡大まで考え、丹後町の○○が一番というものを取り組む。海産

物と野菜類、米等セット販売を取り組む 

○ 竹林が荒廃しているので有効活用ができないか(木材チップのように） 

○ 織物布でランチョンマット、コースター、テーブルクロス。国営農地で出荷できない野菜加工（カッ

ト野菜でサラダとか） 

○ 農業のことで丹波では黒豆に力を入れている、丹後町でも「これ」といったものがあればいいと思う 

○ 漁港のブイヤベース、魚のスープやカレーをレトルトや缶詰で防災備蓄用として開発 
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 (10) 自治・地域活動について                                  

地域住民組織や団体への参加について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民組織や団体の役員をしたことがありますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の年代別分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

※ アンケートでは、役員をしたことが「ある」と回答された方に、役員をしていた時のやってよ

かった点や、活動の問題点、改善点などについて自由記述形式で回答していただきました。この

回答については、「自由記述編」の「８ 役員をしていた時のやってよかった点や、活動の問題点、

改善点など（P81～97）」に掲載しています。 

 

年に数回（数

日）程度 28% 

加入していな

い 

26% 

回答なし 

16% 

月に1日 

程度 12% 

参加して 

いない 10% 

週に1日 

程度 5% 

週に2～3日 

程度 2% 

ほぼ毎日 

1% 

3% 

15% 

40% 

64% 

66% 

64% 

55% 

41% 

28% 

97% 

85% 

60% 

36% 

34% 

36% 

45% 

59% 

72% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０代 

２０代 

３０代 

４０代 

５０代 

６０代 

７０代 

８０代 

９０代 

半数の方が、なんらかの

団体の役員をしたことが

あることがわかりました。 

また、あると答えた方の

内訳をみると、男性が

56.1％、女性が42.9％と

なり、男性の方が高い割合

となりました。 

ある 

50% 

ない 

50% 

役員をした 
ことがある 

役員をした 
ことがない 
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674  

65  

72  

107  

137  

147  

175  

192  

206  

210  

251  

265  

277  

320  

337  

462  

534  

806  

837 

特にない 

その他 

地域住民向けの広報や情報提供 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを活用した広報や情報発信 

乳幼児や学童に対する子育て支援活動 

空家紹介など移住希望者の受入活動 

特産品の開発や販売活動 

農地・山林の荒廃防止、耕作放棄地解消 

地区外の人を呼び込むための交流活動 

地区の伝統文化の継承 

買物等の移動支援活動 

高齢者の見守り等生活支援活動 

敬老会など高齢者対象の行事・イベント開催 

防犯や交通安全に関する活動 

子ども対象の行事・イベント開催 

サークルなど生涯学習や健康づくり活動 

防災・避難訓練など消防や防災の活動 

ふるさと祭りなど地区住民が集うイベント開催 

草刈りなどの地域内の美化・環境保全活動 

 (11) これから行なってみたい地域活動、協力できる活動                  

これから行なってみたい地域活動、協力できる活動（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これから行なってみたい地域活動、協力できる活動（年代別ランキング） 

年代 

順位 １０代～２０代 ３０代～４０代 ５０代～６０代 ７０代以上 

1 位 

ふるさと祭りなど地区

住民が集うイベント開

催 

ふるさと祭りなど地区

住民が集うイベント開

催 

草刈りなどの地域内の

美化・環境保全活動 

特にない 

2 位 

子ども対象の行事・イベ

ント開催 

草刈りなどの地域内の

美化・環境保全活動 

ふるさと祭りなど地区

住民が集うイベント開

催 

草刈りなどの地域内の

美化・環境保全活動 

3 位 

草刈りなどの地域内の

美化・環境保全活動 

子ども対象の行事・イベ

ント開催 

特にない ふるさと祭りなど地区

住民が集うイベント開

催 

4 位 
防災・避難訓練など消防

や防災の活動 

防災・避難訓練など消防

や防災の活動 

防災・避難訓練など消防

や防災の活動 

敬老会など高齢者対象

の行事・イベント開催 

5 位 

地区の伝統文化の継承 特にない サークルなど生涯学習

や健康づくり活動 

防災・避難訓練など消防

や防災の活動 

6 位 
サークルなど生涯学習

や健康づくり活動 

サークルなど生涯学習

や健康づくり活動 

高齢者の見守り等生活

支援活動 

サークルなど生涯学習

や健康づくり活動 

7 位 
特にない 防犯や交通安全に関す

る活動 

防犯や交通安全に関す

る活動 

高齢者の見守り等生活

支援活動 
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239  

134  

784  

1,030  

1,315  

1,950  

わからない 

丹後町内には、ひとりもいない 

同じ地区内の近所の人 

丹後町内に住む友人・知人 

丹後町内に住む家族・親戚 

同居中の家族 

市立弥栄病院 

31% 

丹後中央 

病院 

16% 

宇川 

診療所 

11% 

丹後ふるさと病院 

9% 

京都府立医科大学付

属北部 

医療ｾﾝﾀｰ 

9% 

間人診療所 

8% 

その他 

7% 

村田内科医院 

5% 

回答なし 

3% 

市立久美浜病院 

1% 

 (12) その他・くらしについて                                    

いざという時に助け合える人や相談できる人はいますか？ 

 

 

 

 

体調が悪くなったり病気になったとき、もっともよく行く医療機関は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不安に感じていることや困っていることについては、農林業や健康福祉に関する項目が上位

になりました。 

また、多くの人が助け合える人や相談できる人が町内にいると回答した一方で、丹後町には

ひとりもいないという方もおられました。 

医療機関では、弥栄病院や丹後中央病院が多く利用されています。宇川地域では宇川診療所

が最も高く33％、ついで弥栄病院 30％となりました。 
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５ 参考資料 アンケート調査票（一部省略）          
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26 
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平成３０年７月 

 
丹後町区長連絡協議会 
丹後町まちづくり準備会 

 


